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2000年8月10日

隔月10ET発行(1頚;10 0円)
会費に含まれています0

第集　財団法人北海道細再建音更支部
発行　北海道身体障害者EZ]体

定朝刊行物協会(H SK)
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福祉ま　つ　り　の　ご案内

日時一一一9月3日(日)　9 :30-15:30

会場-- -音更町礎ミ合福祉センター

内容　9:30-11二00　映画上映　ハッピーバースデー

(命かがやく瞬間)

家庭崩壊､学級崩壊が語られる現代｡映画はその現代に

生きる少女の､悲一しみから希望-の再生の物語です｡

11 : 15-12:00　音更バトントワラーズ

13 : 00-13 : 30　開会

13 : 30-14:00　ひょっとこ葡り

14 : 00-ノ14 : 30　よさこいソ-ラン

14:30-15:00　よっ葉バンド･つばさバンド

15 :00-15ニ30　お楽しみ抽選会

15 : 30　閉会

10 : 00-15 : 00　各施設･ボランティア等の展示即売､体験教室

(介護用品､福祉施設作品展示即売､健康相談､疑似

体験､各種教室　その他)

11:00-13:00　昼食バザー　(うどん･そば･おにぎり･おしるこ

ラーメン･みそおでん-カレー　他)

☆　発病連音更支部では､例年通り､作業所のリサイクルバザー出店と､国会請願署

名行動をおこないます｡協力をしていただける方は､事務局　3 1-8 7 2 3に

ご連絡ください｡
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難病や難病と思われる病気でお悩みの方

専門医の指導をこ希望の方
医療費や生活問題でお困りの方

難病医療･
福祉木目談会
開催のお知らせ

2000年度(平成1 2年度)北海道要托車乗

●共催/横診ZiZl

北緯ま泣大:学匠学部神経内科
北～柘王匠:大:半荘半l汚2弔二内科

北細道大ffEE手qE I ) /＼どリテ-ションJE竿経度

社t詞法人ヨヒ子疲i丘勤労者医療協会
揮l立横兼所札幌南痢暁
]ヒ書右会神経内科病院
北海i茸I変頼ソ-≡/ヤJレワーカー協会

ゴヒ締ま監守挿広保健所
11■ _TZIFFr

官吏町【封民惟L燕保険妙虎所
●捷捷/北柏[道医師会

一十勝た医師会

71手広11了医師会

と　き/ 9月3日(日)

とこ.ち/音更町保健センター
受付時間　/　午前　9:00-12:00

8月28日までに下記へ電話でお申し込み下さい｡

申し込み先　音更町保健センター　盈01 55-42-271 2

帯嘩健所保健指導課地域保健推進係℡ 01 55-25-0864
内線　3671･3672,3674

●次のような症状でお困りの方はご利用下さい●

①　全身の関節が播む､朝垂足がぎこちなく動かしにくい､関節が凝れ七いや｡
疲れやすい､微熱が続く､体重が減ってきた｡
手足の先が白くなってきたり､紫色になって､痛みがある｡

原因不明の発熱が続くことがある｡

足に紫色の斑点がでる､口の中や陰部に滑癌ができる､急に視力が低下した｡
手足が異常に冷たくなる｡等どれか症状のある方｡

②　手足がふるえる､字が晋けなくなった､食草がしにくい｡′手足にカが入らない､

また,急に力が抜ける｡ものを噛んだり､飲み込んだりしにくい､むせたり､

のどにつっかえたりする､転びやすい､手が上がらない､手足の筋肉がやせてきて､

力が入らなくなった.口や舌がもつれる感じがする｡

顔の表情が乏しくなった.物が二重に見える､まぶたが上がらない｡
手足がしびれる､感覚がない､歩きにくい､等どれか症状のある方.

③　障奮年金､身体障脊者手帳､医療費や生活問題等の専門の相故やリハビリの
持寄も行います｡

帝鴫や紬郎･ YTQ榊の雛のご蛸は､
いつTIとう､十

和fI†け和み長軸せせの病気の連!･賛韓の

旬吋の湧かn,訂｡

財団法人ヨヒ海道難病連
札幌市中央区南4条西10丁目　北海道難病センター

電話01 1-512-3233　FAX 01 1-612-4807

月～金　午前10時～午後6時



発27回　難病患者､障害者とこ家族の

全　道　集　会(Lまこだて)参　カロ　の　冨己

集会は､ 8月5日, 6日の両E]函館市絶食福祉センタ- (あいよる21)ー　函館市勤労者福祉セ

ンター(サン･リプレ) ､教育大学函館校の三会場で行なわれましたB

今年度の集会はー有珠山の噴火による交通障書や､道北､道東からは遠隔の地であるという厳し

い事情があったにもかかわらず600余名が函館の地に参集しました｡支部数にして21支部ー部

会数でいうと27部会ー　道外からの参加も5名ありました｡

8月5日はー　函館国際ホテルに約400名が参加して歓迎レセプションが行なわれました.アト

ラクションとして①よさこい　r音舞(おんぶ) ｣ ⑧江差餅つきばやしなどが行なわれましたD ｢昔

舞｣は層著者地域共同作業所｢海星｣の適所者と職員を中心に蘇成され､ 1 6歳から6 9歳までの

●　50名が活動しているということですo餅つきばやしは民族歌舞団｢こぶし座｣によるものでしたo
8月6日は天候も回復し､午前9時から各会場に分かれて分科会を開催しました｡分科会は各部

会ごとに企画･運営するものですが､その内容は医療講演会を行なった部会が1 2ー　交流会が13

部会などとなっていました｡

昼食をはさんで1 2時3 0分から全体集会がー　総合福祉センターの多目的ホ-ルで頗催されまし

た｡ E]程は例年とほぼ同様でしたがー　今年は｢日本一周激励マラソン｣のランナー訳本さんとー　サ

ボ-トスタッフの佐藤さん阿部さんの3名の方に感謝状が贈られました｡

体験発表ではパーキンソン病および腰原病と闘っている患者と家族お一人ずつの発表がありまし

た｡お二人ともー発病との出会いから､病気と闘う肉体的一箱神的な苦痛ー　そしてそれらを寛厳し

ていこうとする本人や家族の日々の努力の梯子を話されていました｡特に､パ-キンソン病の患者

の方がー　日々心がけていることとして　1)病気のことを忘れること　2)自分の病気を隠さない

ことの二つを挙げー　もし､人に聞かれたら｢私はパーキンソン病です｡ ｣と明るく答えることにし

ていますo身体は病んでも心まで難病患者にはなりませんD　という発表は多くの人に感銘を与えま

●したB
休憩後､基調報告ー続いて集会アピールを採択して全体集会が終了しました｡基訴報告の中で全

道集会開催の意義について再確認がなされました｡全道集会は難病連が外に向かってメッセージを

発信する絶好の機会となっていることー二つ日にはー患者も外に出て楽しさに触れるとともに他の

地域の人々との交流を深めることができるなどその意義は大きいDぜひ皆さんで確認して欲しいと

の呼びかけがありました｡

◎感想に代えて

☆音更支部からの参加はー　大久保支部長と山田会計の二人だけでちょっとさびしい感じでしたが

函館まで6時間近くもJRに揺られるとさすがにどっと疲れが出た次第です｡

☆函館大会でも2 0 0余名のボランティアの方たちが活躍されていましたo心から感謝を申し上

げてきましたa　また､函館支部の皆さんが集会開催のために大変なご苦労をされたことを伺いま

した｡有珠山噴火のため開催そのものが危ぶまれたことー会場や宿泊地の確保ー　オブショナJL/ツ
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アーの企画など多くの問題をクリアーされすぼらしい集会となりました｡厚くお礼を申し上げた

いと思います｡

☆レセプション会場は函館国際ホテルの｢天平｣の間で行なわれました｡函館-というだけあっ

て広く立派なホ-ルでしたD　レセプションは6時30分に開始されましたがー　いろいろありまし

て会食が始まったのが7時20分過ぎとなり､遠路はるばる到着の音更勢はさすがにぐったり｡

☆分科会会場は函館校でしたD分科会への参加者は､やはり例年より少なかったわけですが反面

話合いの時間が十分に確保できて交流も深まりー　学生用の椅子の里さも忘れるほどでした｡

☆6日の夜は､湯の川温泉に一泊Q　オプショナルツアーとして函館山の夜景や五稜郭での野外劇

が企画されていましたが,音更組は明日の日程を考えホテルで静養ということにしました｡夕食

∴! .∴∴､'一､ -: 'k-.∴一　日いl'∴-::-Lll言,:;∵∴●

介は中断となり､小/J, (中小よりも/J'さい)支部の悲哀を味わう結果となりましたD

☆7日は8時過ぎにホテルを出発ー　函館新前を一回りして帰宅の途につきました｡全道集会の開

催についてはいろいろと意見のあるところですがー　同じ病気の方たちと話し合う機会は､大都市

はともかく地方支部の中では非常に少ないのですo　その意味で継続を希望する意見が多かったよ

うに思いますD　次年度は札幌で開催されますD支部からの助成もありますし､得るものは多くあ

ると思いますので､多激の会員の方の参加を期4寺しています｡

事務局だよ　り

音更支部結成時より支部長として] 0年間にわたり活動され､音更支部を支えてくださ

った菅原　貞助さんの功績を襲え､入院中の病院を役員3人(大久保､宮内､穀内)で訪

問し､支部より感謝状と記念品を贈呈し､労をねぎらいました｡

どん　ぐ　り　ま　つ　り　のお知　らせ

1 0月1 5日(日)に決まりました｡詳細●は､近くなりましたら案内はがきを出します
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作業所だより
無認可作業所に適所しませ人/カ､ ! (対象-勇雄病･障害者)

作業日はー　水･一金･土･日　　1 3 : 0　0-1 6 : 0　0
福祉の店は　　　　　　土･日　　　1 0 : 0　0-1 4 : 0　0

作業の内容-般の方より寄付していただいた品物の
①仕分け　一　衣類､雑貨
(宣)ノ【烹検･イ!宴理　-　おもちゃ､電イヒ製品､　自転車　他
(宣)値不L作り､雑貨に値木L付け
(重)衣類のボタン取り､補修､ボタンの袋言吉め
⑤ノヾザ一品の集荷
(亘)店の売り子　(衣類カ→雑貨)

⑦イベントバザーへの出店(青空市･福祉まつり他)
⑧その他

交通費の支給
水･金･土･日　13 : 00-16 : 00　　1日500円

土･日　10 : 00-14 : 00　　1日1000円

(他に昼食代3 0 0円)

現在は難病連音更支部の特別会計(リサイクルバザー収益)で運営してます
近い将来､障害者地域共同作業所になることを目指して､運動を進めています

運営委員会の構成メンバー
鎌田真理子
井口洋司
横田静子

.盃完雷雲

小川友子
宮内浩子
穀内律雄
穀内さかえ

(大谷短大社会福祉科専任講師)
(音更リハビリテーションセンター)
(緑ヶ丘病院)
(地域で一緒に暮らそう会)
(身体障害者福祉協会音更分会)
(視覚障害リハビリを広める会音更)
(難病連音更支部)
･　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

(〝　　　　　)

現在､月1回のペースで運営委員会を開催し､発病や障害者に関する施設
や団体の理解をふかめるため話し合ったり､収集した各地の作業所の資料
を参考にして､会則の検討をしている最中です｡

作業所連絡先　TEL･FAX　31の8723
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編集人（財）北海道難病連音更支部穀内でさかえ
音更町ｊ｀‾‾

昭和４８年１月１３日第３種郵便物認可
2000年８月１０日発行通巻３４１号

発行人北海道身体障害者団体定期刊行物協会細川久美子
札幌市西区八軒８条東５丁目４－１８
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